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研究成果の概要（和文）：１年目は災害と倫理に関する国内外の言説の整理と解釈を中心に行った。それを踏ま
えて２年目は、主としてトリアージの倫理、そして災害対応時の倫理的行動原理の考察を行った。３．４年目
は、研究の集大成として、災害時と平常時の倫理の関係を「共災（災害と共にあること）」というキーワードの
もとに把握した。研究の３年目の４月に研究代表者の勤務地である熊本を震度７の地震が２度襲った。研究代表
者の住居も被災したが、地域の被災の状況、対処の仕方、その後の対応等について、地域住民にインタビューを
行った。これらは、本研究の理論的帰結の裏付けとなったり、新たな視点を提供するものとなったりもした。

研究成果の概要（英文）：In the first year,the research focused on the understanding and 
interpretation of the previous materials. Based on this, in the second year, the main research was 
to explicate the ethics of triage and the ethical principles of behaviors in a disaster response 
period. In the third and fourth year, the relationships between a disaster period and a normal 
period was considered by the framework of "Co-disaster(Co-existence with a disaster)".In April in 
the three year, Kumamoto was attacked by big earthquakes twice.The principal researcher of the 
research was damaged by the earthquake, but the interview to the local residents was performed, the 
result of which helped to support the theoretical consideration of the research. 
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１． 研究開始当初の背景 
従来のアメリカ由来の環境倫理では、災害

における人間の犠牲よりも原生自然の保護
が議論されてきたため、災害はほとんど研究
テーマとされてこなかった。それに対して、
災害、救急医療、軍事におけるトリアージは
生命倫理の領域で論じられてきたが、医療に
限定されることが多く、人間と災害の根本的
関係を問うものではなかった。また「人間と
自然の共生」という日本独自の自然観に基づ
くとされる日本の環境倫理も災害や防災を
テーマにしてこなかった。美しいとされる里
山も災害時には人間にとって脅威となると
いう当然のことへの感覚が不足していたの
である。こうしたことが象徴するように、こ
れまで災害は倫理学の主要なテーマではな
かった。しかし、特に東日本大震災を契機に
日本では、防災対策の法整備や工学的あるい
は行政での災害対策だけでなく、災害に対応
できる倫理の構築の必要性が自覚されつつ
ある。研究代表者は 2013 年に刊行した単著
『「共災」の論理』（九州大学出版会）におい
て、人間と災害の関係を日本古代の思想にさ
かのぼって論じたが、本研究は、それを踏ま
えて、より実践的な災害対応への倫理的行動
原理と災害準備時における徳の涵養、そして
それらの基礎付けを目指すものである。 

 
２． 研究の目的 
トリアージ等の医療をめぐる問題は別と

して、災害時の倫理の考察は世界的に見ても
開始されて間もない。その考察は、人間と自
然の関係の再考や原発問題（環境倫理）、ト
リアージ等の災害時の医療問題や被災者の
ストレスへのケア、コミュニケーション回復
（生命倫理）、科学技術と防災への責任（技
術者倫理）、ネットワーク社会と災害でのデ
ジタルディバイド（情報倫理）。災害時の企
業の責任（企業倫理）等、応用倫理の諸領域
に及ぶため、それら諸視点を結びつける視点
が求められる。それは、人間の持つ根源的欲
求に関わるものであると言える。また、緊急
の判断を必要とする災害時は、通常時のよう
な倫理的判断が困難となりがちで、個人的に
も社会的にも多くの倫理的ジレンマを生じ
させる。そのことが原因で、本来は助かるべ
き人が犠牲になったり、あるいは、身内を助
けられなかった人が長く後悔に苦しむ事態
を生じさせている。それらのジレンマに対応
できる倫理的行動原理の確立は喫緊の課題
である。このような「災害時の倫理」の探究
は、同時に、「災害時の倫理」と「平常時の
倫理」の関係を解明することにもつながるは
ずであり、それらの考察を通じて、人間と災
害の基本的関係、また災害が人間にとって有
する意味を捉え直すことができるだろう。実
際に、平常時を災害準備時と捉えることが日
本の防災関連の法でも定着しつつあり、平常
時も災害とともにあることの自覚も促され
ているのが現状である。こうした定着化と自

覚化が哲学的・倫理学的に意味することの解
明には重要な意義が存すると言える。 

 
３． 研究の方法 
 １年目は災害と倫理に関する国内外の言
説の整理と解釈を中心に行った。それを踏ま
えて２年目は、主としてトリアージの倫理、
そして災害対応時の倫理的行動原理の考察
を行った。３．４年目は、研究の集大成とし
て、災害時と平常時の倫理の関係を「共災（災
害と共にあること）」というキーワードのも
とに把握した。なお、フィールドワークとし
て当初はバングラデシュを計画していたが、
多数の日本人が巻き込まれるテロが生じ、渡
航が困難となったため、取りやめとなった。
国外でのフィールド調査は中止となったが、
研究の３年目の４月に研究代表者の勤務地
である熊本を震度７の地震が２度襲った。研
究代表者の住居も被災したが、地域の被災の
状況、対処の仕方、その後の対応等について、
地域住民、マンション管理人、幼稚園延長、
生活協同組合関係者等にインタビューを行
った。これらは、本研究の理論的帰結の裏付
けとなったり、新たな視点を提供するものと
なったりもした。また、地区防災計画学会に
入会し、研究発表やシンポジウムパネリスト
としての活動を通じて、防災関連の学に携わ
る多くの研究者と情報交換することができ
たのも、倫理学的考察の有する抽象的議論に
陥りがちな課題の克服に大いに貢献した。 
 
４．研究成果 
 研究成果は、学術論文執筆、学会等での発
表、図書刊行という形態で行った。学術論文
５件、学会等での発表１５件、共著刊行２件
であった。詳細については以下に記す。 
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and the Ideal of Human Beings” (video 
participation), 4th World Humanities 
Forum, in Suwon, Korea, 2016. 10.27 （招
待） 
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・Takao Takahashi,  ”Spiritual Power and 
Hierarchy of Nature in Ancient Japanese 
Myths”,  International Symposium 
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・高橋隆雄、「災害時の倫理的行動原理―トリ
アージの考察から―」第２回地区防災計画学
会大会、東京大学生産技術研究所 2016.3.6 
・Takao Takahashi, “Ethics in Disasters 
Revisited” Kumamoto University 
Bioethics Roundtable, KBRT９, (主催者, 
Kumamoto), 2015.12.6 
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・高橋隆雄、「トリアージの倫理から災害時
の倫理へ」人文社会科学系国際共同研究拠点
第１回研究会「災害の倫理と紛争解決」、熊
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Medicine in Disasters” Kumamoto 
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Oxford University Press, 2017. 227-241. 
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